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 (仮称)公益財団法人小平市文化振興財団第１次経営計画(原案)に対する意見募集の実施結果 

 

１ 実施の概要 

期間 令和４年１２月２６日(月)～令和５年１月２５日(水) 

意見募集者数 ３人（意見の件数１１件） 

提出の方法 持参 １人 

送付 ０人 

ファックス ０人 

メール ２人 

 

 

 

２ 意見等に対する対応状況 

反映済み ０ 

反映する ３ 

反映しない ０ 

参考意見 ８ 

その他 ０ 

 

意見等は、基本的に原文のとおり記載しています。 
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３ 意見等への対応 

番号 意見等 検討結果 対応 

１ 全国的に見て吹奏楽での活躍は大変目を見張るものがあ

ります。それを取り上げてもっと大々的にやるのがベス

トかと思います。ですが、ややもすると部活では、親戚

知人止まりで、訴求力から見ますと全市を挙げて行くに

は若干役不足の感は否めません。 

「吹奏楽のまちこだいら」をさらに推進す

るため、吹奏楽の魅力に興味を持つきっか

けになるような良質な演奏会や、小学校、

障がい者施設への出前コンサートのほか、

演奏する楽しさを体験できるプロの演奏

家による楽器クリニックや合同演奏会を

計画してまいります。 

参考意見 

２ 現在までの企画内容を見ていますと、他の三多摩地区の

企画と遜色は無いと考えますが、今一つインパクトに欠

けます！総花的な催し物としてのラインナップでけん引

するには、もう少し考えたやり方があると考えます。 

今後も、多くのお客様に楽しんで、感動し

ていただける催し物を企画、開催してまい

ります。また、令和５年度は小平市民文化

会館の開館３０周年を記念し、祝祭感あふ

れる華やかな事業を実施してまいります

ので、多くのお客様のご来館をお待ちして

おります。 

参考意見 

３ 安定した財団運営には、市からの援助の他、協賛金、チ

ケット収入がありますが、市民に還元するには、もっと

アイデアを出して取り組む必要性を感じます。 

法令に基づき公益法人として適正な会計

処理を行うとともに、年毎の催し物などの

開催により得た当財団の収益を、将来の周

年事業や大規模な催し等の実施に備える

ため「特定費用準備資金」や当財団の活動

にご支援いただく「寄付金」の制度を活用

した経営基盤の強化に取り組んでまいり

ます。（９ページ下段の主な取組に「寄付

反映する 
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番号 意見等 検討結果 対応 

金」の記述を追加しました。） 

４ 指揮界の巨匠であります“炎の指揮者”小林研一郎氏に

白羽の矢を当てます。彼をホールのアドヴァイザーに就

任して頂き、小林研一郎企画を推し進める。かてて加え

て、コバケンとその仲間たちオーケストラをメインに置

き、「第九」を始めとして、レクチャーコンサート、小中

を対象とした初めてのクラシック公演、障がい者を持っ

た方々の為のコンサート、老人施設や幼稚園へのアウト

リーチ活動、など多岐にわたって活動を行います。この

コバケンとその仲間たちオーケストラには、目の見えな

い奏者が５人程活躍しており、また、打楽器奏者には耳

の聞こえない奏者や知的障がい者も演奏しています。こ

のオケのテーマは、「全ての人々が与えられた命を輝いて

活きることが出来る社会作りを目標とする」事を謳って

います。小平市民オーケストラとのコラボや合唱団との

コラボもすぐに出来ますし、それこそ三中や六中などの

吹奏楽部との共演も可能です。毎年、日本フィルとの公

演ではお馴染みになりましたが、コバケンさんのマイク

を通じてのお客様とのコミュニケーションも話題です。 

ご推挙いただきました指揮者の小林研一

郎様は、令和元年に小平市民文化会館で開

催されたフレッシュ名曲コンサートにお

いて、渾身の指揮で観客を魅了した巨匠で

ございます。現在、当館で開催されるクラ

シック系コンサートにおいては、専門家を

アドバイザーとしてお迎えする取組みは

行っておりませんが、演劇なども含め、舞

台芸術全般において経験豊富な識者から

助言をいただくことは運営上有効である

と考えております。今後は、当財団の運営

を進める中で、その費用や効果などについ

て研究を進めてまいります。今後も、小平

市民文化会館で開催する様々な催し物が

ご提案いただいたように、より質の高い文

化芸術の振興を高め、多くのお客様のご期

待に応えられるよう、運営に努めてまいり

ます。 

参考意見 

５ 定款、指定管理者としての数値目標、(仮称)小平市文化

スポーツ推進計画などがあり、経営計画の存在が曖昧に

なりますので、図式で経営計画の位置づけを明確に示す

のも一考だと思います。また、(仮称)小平市文化スポー

公益財団法人小平市文化振興財団第１次

経営計画（原案）と市の計画の関係性がイ

メージできる概念図を２ページに追加す

るとともに、アーティストの舞台芸術を

反映する 
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番号 意見等 検討結果 対応 

ツ推進計画はスポーツと文化を一体的に捉えておりま

す。スポーツには「する・見る・支えるスポーツ」があ

ると言われます。文化振興においても「する(演じる)・

見る・支える文化振興」といった考え方をすることによ

り、(仮称)小平市文化スポーツ推進計画ともリンクする

と思います。また、公益財団として持続可能な運営を継

続していくための独自性や安定した財源確保をアピール

する必要があると思います。 

(例)…「する(演じる)・見る・支える文化振興」として

クラウドファンディング、ボランティアの育成など 

「見る」、自らが主役となって「演じる」、

将来の芸術家を「支える」文化芸術の環境

づくりに努め、文化芸術の参画人口の拡大

を目指します。（１２ページ「７ 経営計

画の実現に向けて」に記述を追加しまし

た。） 

また、法令に基づき公益法人として適正な

会計処理を行うとともに、年毎の催し物な

どの開催により得た当財団の収益を、将来

の周年事業や大規模な催し等の実施に備

えるため「特定費用準備資金」や当財団の

活動にご支援いただく「寄付金」の制度を

活用した経営基盤の強化に取り組んでま

いります。（９ページ下段の主な取組に「寄

付金」の記述を追加しました。 

６ 全体的に文章が行政的な表現であり民間事業者として多

様な市民の心をキャッチするフレーズがあると良いと思

います。 

(例)…「非日常的な空間を創造します」など 

本計画の趣旨を多くの方々にご理解して

いただけるよう「親しみ 支え 育み つ

ながる」を本計画のイメージコピーとし

て、表題に添えました。 

反映する 

７ 経営計画をはじめ各種の事業をインフォメーションする

だけでなく、多様な市民に財団のメセンジャーとして事

業内容などをより確実に伝えたり、ニーズを把握する TO 

COMMUNICATEする人材の育成も肝要と考えます。 

小平市文化振興財団では、毎年、鑑賞モニ

ターを募り、ルネこだいらの催し物の感想

を伺い、当財団の運営に生かす取組みを進

めています。近年は、文化芸術の情報発信

参考意見 
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番号 意見等 検討結果 対応 

(例)…一般市民・活動団体からボランティアを募り TO 

COMMUNICATE研修の実施など 

手段として、インターネットはもとより、

多様な形態のＳＮＳが普及し、人と文化芸

術の関係性が瞬時に双方向で共有できる

ようにもなりました。今後も、当財団の催

し物や活動が広く市民等に伝わるよう、ご

指摘の視点も踏まえ、ＳＮＳなども活用し

ながら、運営に努めてまいります。 

８ 計画を策定する前提として、だれが計画を策定するメン

バー(board)としてふさわしいか、そして、どのようなス

キーム(会議の頻度や議論の内容、手続きの手順)で行う

のかふさわしいのかを検討する必要があります。今回策

定する「経営計画」に関して、メンバーおよびスキーム

が明示されないままに、計画案が理事会に報告事項とし

て提示されたことについて、違和感を覚え、先日の理事

会で質した次第です。 

メンバーやスキームが整理、提示されないまま、財団の

経営計画案を公開し、意見募集を行なっていますが、ま

ずは、財団にとって初めて策定する「経営計画」の策定

の仕方そのものを整理して、評議員会や理事会に諮るべ

きと考えます。 

本計画は、当財団の設立３０周年の節目を

契機として、これまでの間、主に定款に定

めた目的を根拠として各種事業を計画・実

施してきたプロセスを発展させ、当財団の

取組姿勢を新たに「経営計画」としてまと

めることにより、定款と年間計画の橋渡し

や、小平市民文化会館や小平ふるさと村で

催し物を検討する際の前提条件となるよ

う、５つの運営方針と各方針の基本姿勢や

主な取組を掲げています。本計画の策定に

あたっては、３０周年を迎える本年４月か

らのスタートを目指して、あらかじめ本計

画の推進主体となる当財団の事務局が原

案を策定した上で、理事会や評議員会にお

いても事前に報告の上、ご意見やご提案も

いただきながら策定を進めております。今

参考意見 
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番号 意見等 検討結果 対応 

後も、当財団の組織を構成する評議員、理

事、監事や事務局が連携しながら、新たな

計画を策定してまいります。 

９ 本経営計画は、５年間という期間を設定しての策定する

ものです。だとするならば、今後 5 年間で、財団を取り

巻く経営環境がどのようなものであるかを、予測分析し、

この中での経営課題を抽出、整理することが求められる

はずだと考えます。計画案では、この視点が欠けている

のではないでしょうか。 

 経営環境として例えば、with／after コロナでの生活

様式の変化とりわけ余暇活動の変化にどう対応していく

かという外部環境の問題、また、数年前から問題となっ

ているルネこだいらの老朽化や大規模改修の必要性とい

った内部環境の問題とどう向き合っていくか等が挙げら

れます。とりわけルネこだいらの躯体は〝経営資源その

もの〟であるため、小平市と一体となって課題解決にむ

けた議論と対応が必要となります。このように経営課題

について 5 年間どう向き合い、どう取り組んでいくかが

経営計画の肝となると考えます。このような視点を、経

営計画に是非盛り込んでほしいと思います。 

本計画では、主に理念に掲げた小平市域の

文化芸術の振興を図り、すぐれた文化芸術

事業を市民へ提供するため、催し物の企

画、歴史や伝統芸能、担い手づくりや施設

の維持管理など当財団を取り巻く現状と

課題や環境の変化も踏まえて５つの運営

方針を掲げています。特に令和元年度の終

わりからは新型コロナウイルス感染症拡

大の影響を受け、臨時閉館（園）や催し物

の中止など市民等の文化芸術活動を大き

く縮小せざるを得ない期間が続き、今もな

お、その影響から脱することができない状

況ですが、施設の維持管理の課題も含め、

都度当財団の運営状況については、評議員

会や理事会に諮りながら議論、ご意見やご

提案をいただきながら可能な限り課題の

解消に努めてまいります。 

参考意見 

１０ 向こう５年間の経営目標について入場者数や満足度を指

標に掲げていますが、現状ですでに高い数値となってお

り、伸びしろには限界があります。既存の指標にとらわ

文化芸術は、数値の多少をもって優劣や成

果を評価するだけでははかれない魅力や

素晴らしさがあります。一方で当財団が指

参考意見 
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番号 意見等 検討結果 対応 

れるのではなく、上記の述べた経営課題の抽出・整理か

ら、新たな経営目標の指標を再検討すべきと考えます。 

定管理者として管理・運営する小平市民文

化会館や小平ふるさと村の現状や健全性

をはかり、業務の改善や見直しに反映させ

るためには、一定の指標を定点観測するこ

とが肝要です。本計画では、これまで採用

した指標の結果を確認した上で、各施設の

年間入場（園）者数やお客様の満足度は、

引き続き経営目標の目標値として取り入

れるとともに、市の収入に直接影響がある

施設使用率を新たに目標値に採用し、コロ

ナ禍で影響を受けた施設の使用状況を市

と情報共有するとともに、管理・運営の改

善に役立ててまいります。 

１１ 「健全な組織体制」について言及されていますが、組織

体制＝職員体制との記述となっています。財団の組織体

制には当然、評議員会、理事会も含まれるものです。近

年は、企業等においても経営におけるガバナンスの強化

が進められており、財団等でも評議員会、理事会などの

ガバナンスの強化が求められる。この視点も経営計画に

盛り込むべきと考えます。 

当財団の組織を構成する評議員、評議員

会、役員や理事会については、法令等のほ

か、当財団が定めた定款において運営のル

ールが定められております。ご指摘のガバ

ナンスの強化の視点につきましても、法令

等や定款に基づき、適切に対応してまいり

ます。 

参考意見 

 

 


